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区分 科目群 計
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小計 12単位 11単位 6単位 1単位 30単位

生物学 健康の科学

化学 スポーツ実技

情報リテラシー
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栄養教育実習指導

○卒業要件は、基礎教育科目群より１４単位以上、専門共通科目群より１２単位以上および専攻専門科目群より３６単位以上の合計６２単位以上を修得する。

○卒業要件のうち基礎教育科目群については、必修科目「総合学習」２単位および選択推奨科目ならびに選択科目から１２単位以上を修得する。

○栄養士免許証取得のためには、基礎教育科目群１４単位および栄養士に必要な専門科目（下線付きゴシック体）５４単位の修得が必要である。
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短期大学における卒業生の
出身地別就職等の状況例
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（出典：「学校基本調査」）

短期大学の県別自県内入学率（平成２５年度）

全体

公立

私立

※短期大学の所在する都道府県にある高校から進学した者の割合。
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（自県内就職者数 / 就職決定者数）
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（日本私立短期大学協会調べ）
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私立短期大学の都道府県別自県内就職率（平成２５年３月卒業者）

（日本私立短期大学協会調べ）
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地方Ａ県内にある短期大学における卒業生の出身地別就職等の状況例（平成２５年３月実績）

卒業生内訳 就職・その他の
別

卒業後出身地県内での移動 卒業後出身地県外への移動

Ａ県内高等学校出
身者

２１２人

就職
１５０人

その他
６２人

建設業 ７
製造業 １３
電気・ガス・熱供給・水道業 １
情報通信業 １０
運輸業 ４
卸売・小売業 ２６
金融・保険業 ９
飲食店、宿泊業 １５
医療、福祉業 ２４
教育、学習支援業 ７
複合サービス業 ７
サービス業 １１
公務 ７

大学へ編入学 ７
専門学校へ入学 ５
公務員へ再挑戦 ９
その他(アルバイトなど） ２９

Ａ県外高等学校
出身者

１０人

就職
７人

その他
３人

Ａ県内
１４０人

不動産業 ２
医療・福祉業 ３
卸売・小売業 ３
飲食店、宿泊業 １
公務 １

県外
１０人

県内
５０人

大学へ編入学 ６
専門学校へ入学 ２
留 学 ４

県外
１２人

運輸業 １
金融・保険業 １
飲食店、宿泊業 １
医療、福祉業 １
複合サービス業 ２

各自県内
６人

Ａ県内
１人

サービス業 １県外
１人

各自県内
２人

専門学校へ入学 １
その他(アルバイトなど） １

県外
１人

留学 １

出身県に留まり(戻り）就職する者：
県内高校卒業生（１４０人） ＋ 県外高校卒業生(６人） ＝１４６人・・・（Ａ）
就職する全体数：１５７人・・・（Ｂ）
自県内就職率＝（Ａ）／（Ｂ）＝９３．０％
進学者等も含めた自県に留まる率＝１９８／２２２≒８９．２％

卒業生内訳 就職・その他の
別

卒業後出身地県内での移動 卒業後出身地県外への移動

首都圏Ｂ県内にある短期大学における卒業生の出身地別就職等の状況例（平成２５年３月実績）

Ｂ県内高等学校出
身者

１９３人

就職
１７９人

その他
１４人

製造業 ２
金融・保険業 １
飲食店、宿泊業 １６
医療、福祉業 ６１
教育、学習支援業 ７８

専攻科へ進学 １
科目等履修生 １
その他(アルバイトなど） １２

Ｂ県外高等学校
出身者

３６人

就職
３４人

その他
２人

Ｂ県内
１５０人

医療・福祉業 １２
卸売・小売業 ２
飲食店、宿泊業 ９
教育、学習支援業 ３
サービス業 １
公務 ２

県外
２９人

Ｂ県内
１３人

留 学 １

県外
１人

飲食店、宿泊業 ７
医療、福祉業 １２
教育、学習支援 ３
サービス業 １

各自県内
２３人

Ｂ県内
８人

飲食、宿泊業 ３県外
３人

各自県内
１人

専門学校へ入学 １
県外

０人

出身県に留まり(戻り）就職する者：
県内高校卒業生（１５０人） ＋ 県外高校卒業生(２３人） ＝１７３人・・・（Ａ）
就職する全体数：２１３人・・・（Ｂ）
自県内就職率＝（Ａ）／（Ｂ）＝８１．２％
進学者も含めた自県に留まる率＝１９６／２２９≒８５．６％

Ｂ県内
１人
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短期大学専攻科一覧

※平成25年度「全国短期大学一覧」及び、「短期大学・高等専門学校専攻科一覧（H26.7現在）」（（独）大学評価・学位授与機構）を基に作成

区分 短期大学名 専攻 入学定員 修業年限 認定専攻科

1 公 島根県立大学短期大学部 公衆衛生看護学専攻 30 1 ○ ※

2 公 島根県立大学短期大学部 助産学専攻 18 1 ○ ※

3 公 倉敷市立短期大学 保育臨床専攻 5 2 ○

4 公 倉敷市立短期大学 服飾美術専攻 5 2 ○

5 公 高知短期大学 応用社会学専攻第二部 15 1

6 公 大分県立芸術文化短期大学 造形専攻 24 2 ○

7 公 大分県立芸術文化短期大学 音楽専攻 20 2 ○

8 私 旭川大学短期大学部 福祉専攻 35 1

9 私 光塩学園女子短期大学 食物栄養専攻 10 1

10 私 光塩学園女子短期大学 保育専攻 10 1

11 私 國學院大学北海道短期大学部 国文専攻 15 1

12 私 國學院大学北海道短期大学部 英語専攻 15 1

13 私 國學院大学北海道短期大学部 福祉専攻 30 1

14 私 札幌大谷大学短期大学部 保育専攻 10 2 ○

15 私 札幌国際大学短期大学部 幼児教育専攻 10 2 ○ ※

16 私 函館大谷短期大学 福祉専攻 25 1

17 私 北翔大学短期大学部 服飾美術専攻 30 1

18 私 北翔大学短期大学部 初等教育専攻 20 1

19 私 北翔大学短期大学部 保健体育専攻 10 1

20 私 北海道自動車短期大学 自動車工学専攻 20 2

21 私 北海道自動車短期大学 車体工学専攻 20 1

22 私 青森明の星短期大学 保育専攻 15 1

23 私 青森中央短期大学 福祉専攻 25 1

24 私 岩手看護短期大学 地域看護学専攻 20 1 ○

25 私 岩手看護短期大学 助産学専攻 15 1 ○

26 私 聖霊女子短期大学 健康栄養専攻 15 2 ○

27 私 羽陽学園短期大学 福祉専攻 35 1

28 私 いわき短期大学 福祉専攻 25 1

29 私 郡山女子大学短期大学部 文化学専攻 20 2 ○

30 私 福島学院大学短期大学部 福祉専攻第一部 46 1

31 私 福島学院大学短期大学部 保育専攻第二部 10 1

32 私 福島学院大学短期大学部 臨床栄養専攻 5 1

33 私 福島学院大学短期大学部 情報ビジネス専攻 5 1

34 私 秋草学園短期大学 幼児教育専攻 20 2 ○

35 私 国際学院埼玉短期大学 健康栄養専攻 20 2 ○

36 私 国際学院埼玉短期大学 幼児保育専攻 20 2 ○

37 私 国際学院埼玉短期大学 高度調理師専攻 40 1

38 私 国際学院埼玉短期大学 キャリア開発専攻 20 1

39 私 埼玉医科大学短期大学 母子看護学専攻 20 1

40 私 植草学園短期大学 特別支援教育専攻 30 1
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区分 短期大学名 専攻 入学定員 修業年限 認定専攻科

41 私 植草学園短期大学 介護福祉専攻 40 1

42 私 聖徳大学短期大学部 保育専攻 45 2 ○

43 私 聖徳大学短期大学部 医療保育専攻 20 1 ○

44 私 聖徳大学短期大学部 介護福祉専攻 25 1

45 私 聖徳大学短期大学部 服飾文化専攻 10 2 ○

46 私 聖徳大学短期大学部 通信教育部保育専攻 50 2 ○

47 私 青山学院女子短期大学 国文専攻 40 1 ○ ※

48 私 青山学院女子短期大学 英文専攻 50 1 ※

49 私 青山学院女子短期大学 家政専攻 40 1 ※

50 私 青山学院女子短期大学 教養専攻 30 1 ○ ※

51 私 青山学院女子短期大学 芸術専攻 10 1 ※

52 私 青山学院女子短期大学 現代教養専攻 60 1 ○

53 私 青山学院女子短期大学 多元文化専攻 10 2 ○

54 私 青山学院女子短期大学 子ども学専攻 30 1 ○

55 私 上野学園大学短期大学部 音楽専攻 10 1

56 私 昭和女子大学短期大学部 国語国文学専攻 10 1

57 私 昭和女子大学短期大学部 英語英文学専攻 20 1

58 私 昭和女子大学短期大学部 生活文化学専攻 10 1

59 私 女子美術大学短期大学部 造形専攻 50 1 ○

60 私 星美学園短期大学 幼児保育専攻 50 1

61 私 星美学園短期大学 イタリア語イタリア文化専攻 10 1

62 私 帝京短期大学 こども教育学専攻 50 1

63 私 帝京短期大学 臨床工学専攻 40 1 ○

64 私 帝京短期大学 養護教論専攻 15 1 ○

65 私 貞静学園短期大学 介護福祉専攻 50 1

66 私 東京立正短期大学 幼児教育専攻 50 1

67 私 東邦音楽短期大学 音楽専攻 6 1

68 私 桐朋学園芸術短期大学 演劇専攻 20 2

69 私 桐朋学園芸術短期大学 音楽専攻 20 2

70 私 桐朋学園芸術短期大学 ステージ・クリエイト専攻 10 2

71 私 新渡戸文化短期大学 児童生活専攻 50 1

72 私 日本歯科大学東京短期大学 総合技工学専攻 8 2

73 私 日本歯科大学東京短期大学 歯科技工学専攻 5 2 ○

74 私 日本歯科大学東京短期大学 歯科衛生学専攻 10 1 ○

75 私 日本歯科大学東京短期大学 口腔リハビリテーション学専攻 5 1

76 私 日本体育大学女子短期大学部 保育専攻 50 1

77 私 日本大学短期大学部 食物栄養専攻 20 2 ○

78 私 文化女子大学短期大学部 被服専攻 20 1

79 私 山野美容芸術短期大学 芸術専攻 40 2 ○

80 私 山野美容芸術短期大学 社会福祉専攻 20 1 ○ ※
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区分 短期大学名 専攻 入学定員 修業年限 認定専攻科

81 私 立教女学院短期大学 英語専攻 30 1

82 私 立教女学院短期大学 幼児教育専攻 150 1

83 私 和泉短期大学 介護福祉専攻 20 1

84 私 鎌倉女子大学短期大学部 初等教育専攻 20 1

85 私 鶴見大学短期大学部 保育専攻 20 1 ○

86 私 鶴見大学短期大学部 福祉専攻 40 1

87 私 新潟工業短期大学 自動車工学専攻 10 2

88 私 日本歯科大学新潟短期大学 歯科衛生学専攻（1年制コース） 10 1 ○

89 私 明倫短期大学 生体技工専攻 20 2

90 私 明倫短期大学 保健言語聴覚学専攻 10 2

91 私 明倫短期大学 口腔保健衛生学専攻 10 1 ○

92 私 富山短期大学 食物栄養専攻 15 2 ○

93 私 金沢学院短期大学 食物栄養専攻 15 2 ○

94 私 金城大学短期大学部 福祉専攻 40 1

95 私 小松短期大学 分類管理専攻 40 1

96 私 小松短期大学 臨床工学専攻 20 1

97 私 山梨学院短期大学 保育専攻 15 2 ○

98 私 飯田女子短期大学 地域看護学専攻 15 1 ○

99 私 飯田女子短期大学 助産学専攻 5 1 ○

100 私 飯田女子短期大学 福祉専攻 20 1

101 私 飯田女子短期大学 養護教育専攻 10 2 ○

102 私 飯田女子短期大学 幼児教育専攻 10 2 ○

103 私 松本短期大学 福祉専攻 20 1

104 私 高山自動車短期大学 自動車工学専攻 20 2

105 私 中部学院大学短期大学部 福祉専攻 30 1

106 私 中日本自動車短期大学 1級自動車整備専攻 20 2

107 私 中日本自動車短期大学 車体整備専攻 40 1

108 私 中日本自動車短期大学 エコカー整備専攻 20 1

109 私 常葉大学短期大学部 国語国文専攻 20 2 ○

110 私 常葉大学短期大学部 保育専攻 20 2 ○

111 私 常葉大学短期大学部 音楽専攻 20 2 ○

112 私 愛知医療学院短期大学 リハビリテーション科学専攻 20 1 ○

113 私 愛知学院大学短期大学部 口腔保健学専攻 10 1 ○

114 私 愛知文教女子短期大学 介護福祉専攻 30 1

115 私 至学館大学短期大学部 アスレティックトレーナー専攻 36 1

116 私 豊橋創造大学短期大学部 福祉専攻 20 1

117 私 豊橋創造大学短期大学部 医療情報専攻 15 1

118 私 名古屋短期大学 保育専攻 20 2 ○

119 私 名古屋短期大学 英語専攻 7 2 ○

120 私 名古屋文化短期大学 生活文化専攻 30 1
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区分 短期大学名 専攻 入学定員 修業年限 認定専攻科

121 私 名古屋文化短期大学 生活学専攻 60 2

122 私 名古屋柳城短期大学 保育専攻 15 2 ○

123 私 名古屋柳城短期大学 介護福祉専攻 30 1

124 私 鈴鹿短期大学 健康生活学専攻 5 2 ○

125 私 京都嵯峨芸術大学短期大学部 美術専攻 12 2 ○

126 私 京都嵯峨芸術大学短期大学部 デザイン専攻 18 2 ○

127 私 京都西山短期大学 仏教学専攻 20 1

128 私 京都聖母女学院短期大学 児童教育専攻 30 2 ○

129 私 京都文教短期大学 家政学専攻 30 1

130 私 京都文教短期大学 児童教育学専攻 30 1

131 私 藍野大学短期大学部 地域看護学専攻 40 1 ○

132 私 大阪音楽大学短期大学部 音楽専攻 15 1 ○

133 私 大阪キリスト教短期大学 神学専攻 5 2 ○ ※

134 私 大阪芸術大学短期大学部 デザイン美術専攻第一部 30 1

135 私 大阪芸術大学短期大学部 デザイン美術専攻第二部 30 1

136 私 大阪城南女子短期大学 介護福祉専攻 60 1 ○

137 私 大阪千代田短期大学 幼児教育専攻 30 1

138 私 神戸山手短期大学 表現芸術専攻 15 1

139 私 神戸山手短期大学 英語・ビジネス専攻 10 1

140 私 産業技術短期大学 生産工学専攻 15 2 ○

141 私 産業技術短期大学 電気・情報工学専攻 15 2 ○

142 私 頌栄短期大学 保育専攻 20 2 ○

143 私 湊川短期大学 幼児教育専攻 20 2 ○

144 私 湊川短期大学 健康教育専攻 10 2 ○

145 私 奈良芸術短期大学 美術専攻 20 2 ○

146 私 奈良佐保短期大学 福祉専攻 30 1

147 私 白鳳女子短期大学 地域看護学専攻 40 1 ○

148 私 白鳳女子短期大学 助産学専攻 30 1 ○

149 私 白鳳女子短期大学 リハビリテーション学専攻 30 1 ○

150 私 鳥取短期大学 国際文化専攻 10 2 ○

151 私 鳥取短期大学 経営情報専攻 5 1

152 私 鳥取短期大学 住居・デザイン専攻 10 1

153 私 鳥取短期大学 食物栄養専攻 10 1 ○

154 私 鳥取短期大学 福祉専攻 20 1

155 私 岡山短期大学 幼児教育専攻 10 1

156 私 吉備国際大学短期大学部 メディカルビューティ専攻（通信教育部） 40 1

157 私 作陽音楽短期大学 音楽専攻 10 1

158 私 中国短期大学 介護福祉専攻 40 1

159 私 美作大学短期大学部 介護福祉専攻 20 1

160 私 山陽女子短期大学 診療情報管理専攻 10 1
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区分 短期大学名 専攻 入学定員 修業年限 認定専攻科

161 私 鈴峯女子短期大学 栄養専攻 10 2 ○

162 私 比治山大学短期大学部 美術専攻 15 1 ○

163 私 比治山大学短期大学部 栄養専攻 8 2 ○

164 私 広島国際学院大学自動車短期大学部 整備工学専攻 10 2

165 私 広島文化学園短期大学 保育専攻 5 1

166 私 広島文化学園短期大学 栄養専攻 5 2 ○

167 私 広島文化学園短期大学 生活文化専攻 5 1

168 私 宇部フロンティア大学短期大学部 食物栄養学専攻 10 1

169 私 山口芸術短期大学 音楽専攻 15 1

170 私 山口芸術短期大学 デザインアート専攻 10 1

171 私 徳島工業短期大学 車体整備工学専攻 20 1

172 私 徳島工業短期大学 自動車工学専攻 5 2

173 私 香川短期大学 福祉専攻 30 1

174 私 高松短期大学 幼児教育学専攻 5 1

175 私 高知学園短期大学 応用生命科学専攻 10 1 ○

176 私 高知学園短期大学 地域看護学専攻 20 1 ○

177 私 九州大谷短期大学 福祉専攻 30 1

178 私 九州女子短期大学 子ども健康学専攻 20 2 ○

179 私 香蘭女子短期大学 テクニカル専攻科 15 1

180 私 精華女子短期大学 保育福祉専攻 35 1

181 私 東筑紫短期大学 介護福祉専攻 30 1

182 私 福岡医療短期大学 口腔保健衛生学専攻 20 1 ○

183 私 福岡女子短期大学 食物栄養専攻 10 1

184 私 福岡女子短期大学 文化コミュニケーション専攻 20 1

185 私 福岡女子短期大学 音楽専攻 30 1

186 私 佐賀女子短期大学 幼児教育専攻 10 1

187 私 西九州大学短期大学部 福祉専攻 30 1

188 私 長崎短期大学 保育専攻 10 2 ○

189 私 別府大学短期大学部 福祉専攻 35 1

190 私 別府大学短期大学部 初等教育専攻 10 2 ○

191 私 南九州短期大学 国際教養専攻 15 1

192 私 宮崎学園短期大学 福祉専攻 50 1

193 私 宮崎学園短期大学 音楽療法専攻 10 1

194 私 鹿児島女子短期大学 児童教育専攻 30 1

195 私 鹿児島女子短期大学 生活科学専攻 10 1

196 私 鹿児島女子短期大学 食物栄養専攻 10 1 ○

　１，専攻科数は、公立短期大学（５）＋私立短期大学（１８１）＝１８６専攻となる。
　　（平成25年4月現在。募集停止中の専攻科（※）は含めない）

　２，認定専攻科数は８０専攻である。
　　（平成26年7月現在。募集停止中の専攻科を含む）

5- 11 -



短期大学別科一覧

※平成25年度「全国短期大学一覧」を基に作成

区分 短期大学名 専攻 入学定員 修業年限

1 私 東北文教大学短期大学部 留学生別科 25 1

2 私 国際学院埼玉短期大学 調理師別科 40 1

3 私 金城大学短期大学部 留学生別科 20 1

4 私 中日本自動車短期大学 留学生別科 100 1

5 私 名古屋経営短期大学 商業専修 40 1

6 私 京都西山短期大学 日本語専修 100 1

7 私 大阪健康福祉短期大学 介護福祉学科別科 30 2

8 私 奈良佐保短期大学 日本語教育別科 20 1

9 私 白鳳女子短期大学 外国人留学生別科 15 1

10 私 今治明徳短期大学 別科調理専修 40 1

11 私 近畿大学九州短期大学部 家政専修第一部 40 1

12 私 近畿大学九州短期大学部 家政専修第二部 40 1

13 私 香蘭女子短期大学 家政専修 50 1

14 私 西日本短期大学 別科日本語研修課程 100 1

15 私 佐賀女子短期大学 日本語別科 20 1
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※平成24年度「短期大学教育の改善等の状況」調査、各短期大学のホームページを基に作成

短期大学名称 プログラム名 実施内容（例）

英米文化理解プログラム
英米文学作品を原書で読む授業や、英米文化を
概観する授業を通して、英米の文学・文化への理
解を深める

中国語初級プログラム
簡単な中国語の発音ができ、基本的な語句や文
法が理解でき、中国語で簡単な日常会話ができる
ようになることを目指す

食品と栄養プログラム
健康や栄養について、科学的な視点から考えるこ
とのできる基礎能力を培う

建築学基礎プログラム
生活デザインの中で人間が快適に暮らすための
空間・環境の考え方を建築学の入門コースとして
学ぶ

静岡県立大学短期大学部
ホスピタル・プレイ・スペシャリスト養成講
座

ホスピタル・プレイ・スペシャリストの学びを基本
に、専門的な理念、知識、技術を教育する

杉野服飾大学短期大学部 フォーマルドレスプログラム
フォーマルドレスのデザイン、制作、ヘアメイク等
まで視野に入れたトータルファッションの追求

鎌倉女子大学短期大学部 企業学習プログラム

「秘書学概論」「秘書実務」などの所定科目の履修
により秘書士の資格が取得できるなど、企業で求
められる実践力や社会人に求められる基本的な
マナーも身につける

小松短期大学 ものづくり人材スキルアッププログラム
生産現場における効率的な作業手順等、管理監
督者として必要な総合的な製造・管理方法を学ぶ

上田女子短期大学 図書館職員学び直し講座
地域史資料デジタル化概論、文化財と地域資料、
デジタル化実習、知的財産権・情報倫理の４つの
柱を中心に、講義、演習、実習を交えて学習

正眼短期大学 禅スピリット履修証明プログラム
本学の正規学生と一緒に寮で生活し、授業を受け
る

華頂短期大学 京都学学修プログラム
京都の新たな魅力を発見、その普遍的価値を社
会に発信する力の養成

園田学園女子大学短期大
学部

シニア専修コース 文学歴史学科、国際文化学科、情報学科

東洋食品工業短期大学
社会人育成コース包装食品工学総合
コース

食品の製造、食品容器の密封、食品の保存技術

岐阜市立女子短期大学

履修証明プログラムの実施例
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（※ 各都道府県等のＨＰの資料に基づき作成）

策定年又は
見直し年

対象年度
高等教育
への言及

主な言及内容

北海道 H20.3 H20～H29 ○ 人材育成や産学官連携の促進等、高等教育機関と地域との連携強化。

大学や高専など高等教育機関相互、あるいは高校、大学、職業教育訓練機関などの連携促
進や人財育成機能の向上を図り、社会が求める人財の育成を進める。

大学や企業、NPOなどの関係機関と連携して多様な学びの機会を充実させるほか、学びを活
かした活動の場づくりに取り組む。

岩手県 H21.12 H21～H30 ○

各大学等が地域に根ざした特色ある教育研究を推進し、医療・福祉・産業等各分野の地域
ニーズに対応した高い教養と専門性を兼ね備えた人材育成を図るとともに、高大連携により意
欲ある人材の就学を支援する。また、各大学等の特色を生かし、相互の機能補完や学問分野
を超えた融合により教育研究の深化が図られるよう大学等の連携を進める。
さらに、東日本大震災津波の被災地の復興に向けた課題や地域の産業・文化等の振興などの
様々な課題に対して、大学の教育研究の成果が地域に還元されるよう、大学等研究組織の取
組を中心に産学官の連携による課題解決を進めるとともに、公開講座やシンポジウムなどを通
じて取組成果の周知を図る。

宮城県 H22.3 H22～H31 ○ 高校、大学、NPO団体等と連携した各種講座の開設や生涯学習支援者の養成者に努める。

秋田県 H23.10 H23～H26 ○
生徒一人一人の進路目標を早い段階で明確にし、大学入学後もより高いレベルでの学習、研
究ができる学力を高校段階で定着させるとともに、興味・関心の高い生徒や優れた能力をもつ
生徒が大学等で学ぶ機会を充実させる。

山形県 H23.3 H23～H27 ○
生涯学習社会の形成のため、高等教育機関等と連携を図り、県民のニーズに対応した学ぶ内
容、学ぶ機会の充実を図る。

県内の高等教育機関との連携により、地域に必要とされる人づくりを進める。

市町村や高等教育機関、民間事業者及びNPO等市民団体等との協働体制を県内各方部ごと
に構築する中で、地域づくりにつながる生涯学習の仕組み作りを図る。

茨城県 H23.4 H23～H27 ○
社会教育施設のほか、高等教育機関、民間教育団体などと連携を図り、多様な学習情報の提
供を行い、学習機会の充実を図る。

栃木県 H23.3 H23～H27 ○
教員養成については、「とちぎの求める教師像」を明確にし、それを踏まえて教員の養成段階
から各大学との連携を強化する。

県内の全大学等、県及び全市町村にて「ぐんま地域・大学連携協議会」を組織し、相互に交流
を深め協働し、地域は地域活性化策に大学の知等を活かし、大学等は特色ある教育・研究活
動と地域貢献を推進する。

大学等の高等教育機関との連携により、大学等の機能を生かした生涯学習機会を提供する。

企業や大学等の研究機関、行政機関、医療機関等で普通科高校の生徒を対象としたインター
ンシップを実施し、生徒の望ましい勤労観や職業観を育成する。

都道府県及び中核市の教育振興基本計画における高等教育の取扱いについて

青森県 ○H26～H30H26.3

○福島県 H25.3 H25～H32

群馬県 ○H26～H30H26.3

多くの都道府県の教育振興基本計画（※）においては、人材養成・生涯学習・産学連携・高大接続等に関して、高等教育機関との連

携の促進について言及している。一方、連携にとどまらず、都道府県内の高等教育機関の振興自体に言及している例は少ないが、教育

振興基本計画とは別に都道府県が独自に策定する計画等において、高等教育機関の振興自体について言及している例もある。

※教育基本法第１７条第２項において、都道府県等においては国の教育振興基本計画を参考にしつつ、その地域の実情に応じ、教育

施策に関する基本的な計画を定めるよう努めるものとされている。

1
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策定年又は
見直し年

対象年度
高等教育
への言及

主な言及内容

高等学校に大学や研究機関などと連携した授業を取り入れる。

高等学校、企業、大学、専修・各種学校などの関係機関と連携し、インターンシップの拡大等産
業教育の活性化に取り組む。

県内大学と連携し、本県の教員を目指す学生を対象に教員養成セミナーを実施。

公民館などを運営する市町村や民間・大学などと連携し、各種の学級・講座の充実に取り組
む。

学校教育と社会教育、国公立教育と私学教育、産・学・官、公と民などのネットワークを構築す
る。

社会教育施設や社会教育団体、民間企業、私学教育機関、大学等の高等教育機関、福祉や
労働部局等と連携・協力するための環境づくりに取り組み、教育に関する幅広い意見・情報交
換により、県全体の教育力の向上を図る。

大学・短期大学、専門学校など高等教育機関は、地域の生涯学習を支える「知の拠点」として
生涯学習社会にとって大きな期待が寄せられている。大学で生み出され、蓄積された知的資
源を広く社会で活用するため、大学等での公開授業や開放講座等について広く情報提供して
いき、また、多くの高等学校が大学等との連携に取り組めるよう支援する。

東京都 H25.4 H25～H29 ○
優秀な教員志望者の確保と養成のため、大学の就職委員会等への働きかけや選考状況の
フィードバックを行うなど、全国の大学との連携を強化し、優秀な人材を確保するとともに、優秀
な人材を採用するために、面接の質・技法の向上に取り組む。

神奈川県 H19.8 概ね20年

新潟県 H21.12 H21～H32 ○
本県の高等教育機関の更なる充実を、建学の精神等の個性溢れる私学、国立大学法人、専
門学校群と連携しながら推進し、県内高等教育機関の魅力を向上させる。

・高等教育機関の地域貢献の推進については、各高等教育機関の独自の取組みや、相互が
連携協力した取組みを積極的に支援するとともに、教育など、地域の課題解決のため、県と高
等教育機関との連携協力に積極的に取り組む。
・県立大学については、大学院工学研究科環境工学専攻を開設するなど、未来を志向した県
民の大学として、地域のニーズに応じた教育研究を推進する。
・県内経済や地域社会の活性化のため、成長が著しい環日本海地域やアジアなどの優秀な留
学生の受入れを拡大するとともに、教員・研究者の交流を促進する。

大学等への社会人受入れなどのリカレント教育や、専修学校等が行う実践的な職業教育や専
門的な技術教育など、県民ニーズに対応した多様な教育の充実に努める。

石川県 H23.10 H23～H32 ○
高等教育機関の集積を活かし、「学都石川」の発展を目指す。県民向けの公開講座や高等学
校への出前講座など、高等教育機関の集積を活かした「学び」の環境の充実。

福井県 H23.9 H23～H27

山梨県 H21.2 H26～H30 ○
高大連携の推進、県と県内大学等との連携の強化、大学間の連携の推進、山梨県立大学の
振興

大学間の連携の強化や産学が協働して人材育成について対話する場づくりなど、長野県の高
等教育機関全体を振興。

連続性のある育成の視点を持って、生徒指導、教科指導やキャリア教育等において、学校と高
等教育機関との連携・協力を進める。

企業・大学・研究機関等において先端的な知識・技術を習得するとともに、外部人材の積極的
な活用による授業等の充実を図る。

・県内各大学やネットワーク大学コンソーシアム岐阜等と連携し、公開・開放講座の提供を働き
かける。
・「地域づくり型生涯学習」の推進を支える人材を養成するため、地域づくり活動の実践を学ぶ
講座や、大学と連携した人材養成講座等を実施。

静岡県 H23.3 H23～H32 ○
高度専門職業人、研究者等の育成の推進、高等学校における高等教育機関や企業等との連
携による科学・技術教育の推進。

愛知県 H23.4 H23～H27 ○
大学や私立学校団体、ＮＰＯなど教育に関わりのある様々な組織・団体との連携した取組を進
める。

H26～H30H26.3

埼玉県 H21.2 H21～H25 ○

長野県 H25.3 H25～H29

千葉県 H22.3 H22～H26

○

富山県 ○H25～H29H25.9

○

岐阜県 ○

現在、策定作業中

2
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策定年又は
見直し年

対象年度
高等教育
への言及

主な言及内容

三重県 H23.3 H23～H27 ○
出前授業の実施や公開講座の開催等、大学等の高等教育機関の教育資源を地域の子どもた
ちや学校に還元。

滋賀県 H26.3 H26～H30 ○

「知」の資源である大学等との連携によって、本県の将来を担う人材の育成等の地域に貢献す
る取組を推進する。
・大学を核とした高等教育機関による地域貢献を推進するため、県内大学間の連携を強化す
るとともに、各種事業を支援することにより、大学・学生と地域の人々等による地域課題の解決
や地域活性化に向けた取組を推進。
・高校生に特色ある学びの機会を提供するとともに、大学に対する理解を深めてもらうため、高
等学校と大学との連携による体験講座や公開授業等、環びわ湖大学・地域コンソーシアムに
よる様々な取組を実施し、県内高等学校教育の活性化等を図る。

京都の数多くの大学と包括協定を締結するなど、各大学の優れた人的・物的資源を活かして、
各学校の特色をより明確にする工夫を凝らした授業を展開することができるよう支援。

大学や企業等と連携して校内研修のツールやプログラムを充実するとともに、学校や市町（組
合）教育委員会などが企画する研修に総合教育センターから講師を派遣するなど、教員の負
担を軽減する現地現場での研修を支援する取組を推進。

京都が全国に誇る大学や企業の研究施設と人材を活用した授業が実施できる環境を整備す
るなど、より幅広く専門性の高い教育環境づくりを推進。

大阪府 H25.3 H25～H34 ○
地域で展開されている様々な活動の情報発信や、地域の既存組織やNPO・企業・大学等の多
様な活動主体との連携促進など、持続的な活動を支えるネットワークの構築をすすめる。

兵庫県 H26.3 H26～H30 ○
伝統と強みをいかした個性・特色豊かな県立大学づくりを推進するとともに、各大学・短大等が
行う教育・研究の質的向上、学生支援、地域への貢献等の取組を促進するため、県内外の大
学・短大等の連携・交流の促進等に取り組む。

奈良県

高等教育機関の充実支援とその活用
・地域社会を支える個性豊かで創造的な人材の育成と、地域の課題に応じた学術研究を促進
するため、県内高等教育機関との連携を強化し、研究活動の充実を支援。
・教育に関する様々なデータや研究成果を蓄積し、活用するため、高等教育機関と教育委員会
の組織的連携・協力体制の強化を図り、高等教育機関の先端的な英知を教育の改善に生か
す取組を推進。

地域の人材、高等教育機関、企業、各種団体など、学校外の社会資源と学校が一体となった
取組を積極的に推進し、地域の活力と学校の活力を共に高めていけるような「実践的な学びの
拠点づくり」を推進していく。そうした取組の一環として、「地域共育コミュニティ本部」の設置を
推進するとともに、それぞれの地域の実情に即した仕組みづくりや具体的な活動の企画・調整
を行う「地域共育コーディネーター」の活動を支援する。

「知の拠点」としての高等教育機関等の地域連携等

図書館におけるタイアップ講座など、高等教育機関の公開講座との連携を図り、県民の学習機
会の拡大を図るとともに、今日的課題に対応するための学習機会を積極的に提供する。

島根県 H20.3 H20～H25

岡山県 H22.2 H22～H26 ○
学生が積極的に地域に出向き、地域課題の解決や子どもたちの教育にかかわる活動に参加・
参画することを促進。

広島県 H22.10 概ね10年 ○ 大学間相互や、大学と高等学校・経済界等の連携の促進。

山口県 H25.10 H25～H29 ○ 大学、ＮＰＯ等による公開講座や体験学習の情報提供により、学習機会の活用を促進。

徳島県 H25.3 H25～H29 ○
様々な専門的な分野・領域の学習や生徒の将来に対する進路学習等で大学からの出張講義
を活用するなど、高大連携を推進。

香川県 H23.3 H23～H27 ○ 大学、産業界など教育にかかわる様々な機関や団体などとの密接な連携、協力を推進する。

愛媛県 H23.3 H23～概ね5年 ○
各大学や高等専門学校、専修学校が公開講座等を実施し、地域振興に貢献する取組を促す。
各大学等の連携を図り、地域において活躍する人材の育成等、大学等の地域貢献機能の強
化・拡大等を促す。

H26.3鳥取県

和歌山県

○H26～H30

○H26～H30H26.3

京都府 H23.1 H23～H32 ○

今年度中に概ねの方向性を定め、平成２６年中には作成予定。

HPに更新情報なし
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策定年又は
見直し年

対象年度
高等教育
への言及

主な言及内容

高知県 H21.9 H21～H25 ○ 県内大学の積極的な地域貢献の促進。

福岡県 H24.3 H24～H28 ○
生涯学習を総合的に推進するため、行政機関、大学、民間、ＮＰＯ・ボランティア団体などの生
涯学習関連機関相互の連携強化。

佐賀県 H25.4 H23～H26 ○
大学設置数が全国最低（２校）で大学等の高等教育機関が少ないことなどから、大学等の高等
教育機関の設置について検討する。

長崎県 H25.12 H26～H30 ○
長崎県立大学が「地域に根ざし、地域に学び、地域に親しまれ、地域とともに発展する大学」、
「地域貢献度・学生満足度ナンバーワン大学」となるよう6年毎に中期目標を定め、長崎県立大
学法人に対して、中期目標達成のための中期計画の作成を指示。

高等教育機関の有する機能を最大限活用し、産学行政連携の推進やグローバル人材の育成
への貢献などを念頭に、高等教育の振興を図る。

県の各部局、関係機関、大学等高等教育機関、市町村、民間団体などにより提供されている
学習の機会について、学びネットくまもとの充実等によるわかりやすい情報提供に努める。

大分県 H24.3 H23～H27 ○
学校と家庭や地域住民、大学、企業、NPOなどが一層協働し、学校・家庭・地域の教育力を結
集した学校づくりを推進。

宮崎県 H23.6 H23.7～H32 ○
高等教育機関の教育研究資源を生かした、地域活性化への貢献を支援し、高等教育機関と地
域社会との交流、連携を促進。

国際化、情報化などの時代の要請に対応するとともに、地域社会に貢献できる人材育成や高
等教育の質保証を図るため、教育内容の充実などに取り組み、魅力ある県立短期大学づくり
を推進する。

大学等との連携により、県民の多様化・高度化するニーズや現代的課題等に対応した学習機
会の提供を県内各地で行う。

鹿屋体育大学など関係機関・団体等と連携し、選手強化への取組を促進。

沖縄県 H21.3 H24～H33 ○
生涯学習推進体制の充実のため、社会教育施設、関係施設団体、民間団体、大学等との積極
的な連携を図る必要がある。

※中核市において、教育振興基本計画の中で高等教育に言及している例
策定年又は
見直し年

対象年度
高等教育
への言及

主な言及内容

青森市 H26.3 H26～H27 ○
県の施設や大学など関係機関との連携を図り、市内で開催される様々な講座や指導者等の情
報を収集し、市民へ周知する。

船橋市 H22.4 H22～H26 ○

本市では、現在４つの大学と協定を結び、大学生等を「学習サポーター」として市内30校へ派
遣し、子どもの学習支援など学力の向上等に役立てている。今後は、さらに多くの特色を持つ
大学や、企業・NPO等と連携し、学力の向上だけでなく、子どもたちが多くの大人と触れ合う機
会を作り、子どもの社会性の向上や地域社会との連携を図っていくための方策について検討
することが必要。

市立高等学校の総合学科としての特長を生かした多様な学習活動の実践や、国際交流、部活
動等の充実による特色ある教育を実践することにより、活力と魅力あふれる高校づくりを進め
るとともに、大学等高等教育機関等との連携により、より高度で専門性を持った人材の育成を
目指す。

市内にある県立・国立・民間の生涯学習施設や、大学・短大・専修学校・各種学校など教育機
関等との連携・協力体制の構築を図り、市立の教育施設も含めた多彩な生涯学習機会を、市
民に対して提供できる学習環境の充実を目指します。

学びを通じて、誰もが生涯にわたり豊かな人生を送ることができるよう、大学、企業、ＮＰＯなど
と連携を図りながら、市民の要望に対応した趣味・実技の講座や子育てに関する講座などを開
催し様々な学習機会を提供。

大学などの教育・研究機関等や企業との連携の強化。

生涯学習の振興を図るため、庁内関係各課や学校などの関係機関との定期的な連絡・調整に
努めるとともに、高等教育機関・企業・社会教育関係団体・ＮＰＯなどとの積極的な連携を図り、
生涯学習推進体制の強化に努める。

魅力ある学びの場の創出に向け、高等教育機関・企業・ＮＰＯなどと連携した学習機会の提供
に努める。

○H24～H28H24.3大分市

○H24～H28H24.4長野市

○H23～H32H23.3豊橋市

鹿児島県 ○H26～H30H26.2

熊本県 ○H26～H30H26.3

HPに更新情報なし
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【私立短期大学】
○４年制大学を持たない法人の短期大学キャンパス（１１４キャンパス）

数 ％ 数 ％
　東京都内 12 10.5
　政令指定都市 26 22.8
　中核都市 22 19.3 22 19.3
　特例都市 8 7.0
　その他 46 40.4

○４年制大学を併設する法人の短期大学キャンパス（２３２キャンパス）

数 ％ 数 ％
　東京都内 30 12.9
　政令指定都市 60 25.9
　中核都市 49 21.1 49 21.1
　特例都市 16 6.9
　その他 77 33.2

【公立短期大学】
（２０キャンパス）

数 ％ 数 ％
東京都内 0 0.0
政令指定都市 3 15.0
中核都市 7 35.0 7 35.0
特例都市 1 5.0
その他 9 45.0

【計】（３６６キャンパス）
数 ％ 数 ％

東京都内 42 11.5
政令指定都市 89 24.3
中核都市 78 21.3 78 21.3
特例都市 25 6.8
その他 132 36.1

※文部科学省、日本私立短期大学協会調べ

157 42.9

93 40.1

90 38.8

3 15.0

10 50.0

短期大学所在都市規模分布（平成25年度）

131 35.8

33.338

47.454

33.3 

19.3 

47.4 

38.8 

21.1 

40.1 

15.0

35.0

50.0

35.8

21.3

42.9

東京都内

政令指定都市

中核都市

特例都市

その他

：人口50万人以上

：人口30万人以上

：人口20万人以上

：人口20万人未満
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短
期
大
学
に
対
す
る
財
政
支
援
の
例
（
平
成

26
年
度
予
算
）

私
立
学
校
施
設
・設
備
の
整
備
の
推
進
【8

7億
円
】

建
学
の
精
神
や
特
色
を
生
か
し
た
私
立
学
校
の
質
の
高
い
教
育
研
究
活
動
等
の
基
盤

と
な
る
施
設
・
設
備
等
の
整
備
を
支
援
す
る
。
ま
た
、
財
政
融
資
資
金
を
活
用
し
、
学
校
法

人
が
行
う
施
設
整
備
等
に
対
す
る
融
資
を
行
う
。

（
１
）
耐
震
改
築
事
業
【
新
規
】

学
校
施
設
の
耐
震
化
等
防
災
機
能
強
化
を
更
に
促
進
す
る
た
め
、
耐
震
性
能
が
著
し
く
低
い
建

物
や
技
術
的
に
補
強
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
建
物
に
対
す
る
耐
震
改
築
（
建
替
え
）
事
業
を
創
設
。

（
２
）
教
育
・
研
究
装
置
等
の
整
備

（
３
）
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業
（
上
記
経
常
費
の
内
数
）

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
と
同
じ
。

建
学
の
精
神
や
特
色
を
生
か
し
た
私
立
大
学
等
の
教
育
研
究
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

基
盤
的
経
費
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
被
災
地
に
あ
る
大
学
の
安
定
的
教
育
環
境
の
整
備

や
授
業
料
減
免
等
へ
の
支
援
を
実
施
。

（
１
）
私
立
大
学
改
革
総
合
支
援
事
業
（
下
記
の
一
般
補
助
及
び
特
別
補
助
の
内
数
）

教
育
の
質
的
転
換
、
地
域
発
展
、
産
業
界
・
他
大
学
等
と
の
連
携
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
の
改

革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
私
立
大
学
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
経
常
費
・

設
備
費
・
施
設
費
を
一
体
と
し
て
重
点
的
に
支
援
。

（
２
）
一
般
補
助

大
学
等
の
運
営
に
不
可
欠
な
教
育
研
究
に
係
る
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
支
援
。

（
３
）
特
別
補
助

我
が
国
の
成
長
を
支
え
る
人
材
育
成
の
取
組
等
の
重
点
的
支
援
、
授
業
料
減
免
等
の
充
実
を
図

る
。
・
大
学
等
の
国
際
交
流
の
基
盤
整
備
へ
の
支
援

・
社
会
人
の
組
織
的
な
受
入
れ
へ
の
支
援

・
授
業
料
減
免
等
や
学
内
ワ
ー
ク
ス
タ
デ
ィ
の
充
実
等

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
【
3,

18
4億
円
】

私
立
大
学
等
教
育
研
究
活
性
化
設
備
整
備
事
業
【
46
億
円
】

基
盤
的
経
費

競
争
的
経
費

○
大
学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
A

P
）
【
10
億
円
】

国
と
し
て
進
め
る
べ
き
大
学
教
育
改
革
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
教
育
再
生
実
行
会
議

等
で
示
さ
れ
た
新
た
な
方
向
性
に
合
致
し
た
先
進
的
な
取
組
を
実
施
す
る
大
学
（
短
大
・

高
専
を
含
む
）
を
支
援
。

○
地
（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学

C
O

C
（
C

en
te

r o
f C

om
m

un
ity
）
事
業
）

【
34
億
円
】

大
学
（
短
大
・
高
専
を
含
む
）
が
自
治
体
と
連
携
し
、
地
域
の
課
題
解
決
に
あ
た
る
全
学

的
な
取
組
の
う
ち
特
に
優
れ
た
も
の
を
支
援
。

○
大
学
間
連
携
共
同
教
育
推
進
事
業
【
24
億
円
】

地
域
や
分
野
に
応
じ
て
大
学
（
短
大
・
高
専
を
含
む
）
が
相
互
に
連
携
し
、
社
会
の
要
請

に
応
え
る
教
育
・
質
保
証
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
取
組
を
支
援
。

○
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
改
善
・
充
実
体
制
整
備
事
業
【
19
億
円
】

産
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
体
制
構
築
を
図
る
取
組
及
び

各
地
域
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
拡
大
を
支
援
。

○
成
長
分
野
等
に
お
け
る
中
核
的
専
門
人
材
養
成
等
の
戦
略
的
推
進
【
17
億
円
】

専
修
学
校
、
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
等
と
産
業
界
等
が

産
学
官
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
組
織
し
、
そ
の
下
で
具
体
的
な
職
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
協

働
し
て
就
労
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
転
換
に
必
要
な
実
践
的
な
知
識
・
技
術
・
技
能
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
学
習
シ
ス
テ
ム
等
を
構
築
。

教
育
の
質
的
転
換
、
地
域
発
展
、
産
業
界
・
他
大
学
等
と
の
連
携
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な

ど
の
改
革
に
全
学
的
・
組
織
的
に
取
り
組
む
私
立
大
学
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る

た
め
、
設
備
環
境
の
整
備
を
通
じ
支
援
す
る
。

○
私
立
大
学
等
改
革
総
合
支
援
事
業

私
立
大
学
等
経
常
費
補
助
と
同
じ
。

※
短
期
大
学
に
お
い
て
も
、
積
極
的
に
応
募
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
公
募
プ

ロ
グ
ラ
ム

社
会
人
や
女
性
の
学
び
直
し
の
機
会
の
充
実

国
公
私
立
大
学
を
通
じ
た
大
学
教
育
改
革
の
支
援
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